取組確認書（最大５項目の点数を使用）
	畜　種
	項　目
	点数
	該当

	【共通】

	
	●堆肥のペレット化に取り組んでいる
	3
	

	
	●霞ヶ浦・涸沼流域で生産した堆肥の、流域外利用に取り組んでいる、または、令和８年度中に取り組む計画がある
	3
	

	
	●新規就農希望者の研修受入れや雇用等、担い手育成に協力している
	3
	

	
	●農場の分割管理に取り組んでいる、または、令和８年度までに取り組む計画がある
	3
	

	
	〇ICT技術の活用によるコスト削減や生産性の向上に取り組んでいる
	２
	

	
	〇生産した堆肥について、（一社）有機JAS資材評価協議会などで肥料等資材の評価を受け、有機農産物生産に利用されている
	2
	

	
	〇みどり認定を取得しているまたは、GHG削減に資する飼料添加物給与やアミノ酸バランス改善飼料の給与に取り組んでいる
	2
	

	
	〇経営者又は後継者の年齢が４５歳以下、または、法人化している
	2
	

	
	・地域計画の中心的経営体に位置づけられている
	1
	

	
	・堆肥の燃料化等エネルギー利用に取り組んでいる
	1
	

	
	・６次産業化、直売、ネット販売、ブランド化又は輸出のいずれか一つ以上に取り組んでいる
	1
	

	
	・県内由来の農産物残渣等を由来とした、エコフィードの活用に取り組んでいる
	1
	

	
	・畜産GAPやHACCP認定を取得している
	1
	

	【畜種別】

	酪農
	●飼料自給率向上（自給飼料生産面積の拡大等）に取り組んでいる。または、令和８年度中に取り組む計画がある
	3
	

	
	●和牛の受精卵を活用して子牛を生産し、全頭県内市場へ出荷している、または、今後、全頭県内市場に出荷する予定がある
	3
	

	
	・牛群検定を実施している
	1
	

	肉用牛
繁殖
	●和牛繁殖経営において、子牛を全頭県内市場へ出荷している。（直近1年間）
	3
	

	
	●オレイン酸や小ザシの遺伝的能力に優れた雌子牛を、繁殖雌牛として自家保留又は導入している、または、令和８年度中に取り組む計画がある
	３
	

	
	・県畜産センターが行う指定交配へ協力している
	１
	

	肉用牛
肥育
	●常陸牛煌生産に向けた取り組みを実施している（茨城県生まれの牛を導入し、30か月齢以上で出荷している）
	3
	

	
	●繁殖肥育一貫経営に取り組んでおり、かつ県畜産センターが行う後代検定へ協力している
	3
	

	
	・肉用牛枝肉情報全国データーベースの枝肉情報の提供に同意している
	1
	

	養豚
	●常陸の輝き生産者である
	3
	

	
	・県畜産センター養豚研究所からの種豚（系統豚）導入や精液活用に取り組んでいる
	1
	

	採卵鶏・
肉用鶏

	●奥久慈しゃも生産者である
	3
	

	
	●茨城県鶏インフルエンザの発生の予防及びまん延の防止に関する条例第7条で規定する、鶏舎設備基準を満たした鶏舎で飼養している
	3
	

	
	・茨城県養鶏協会防疫対策基金の積立金に拠出している
	１
	



令和８年　　　月　　　日　　
事業者名（法人名）：　　　　　　　　　　　　　　　　　
代表者職・氏名 ： 　　　　　　　　　　　　　（自筆署名※２）　　　　　　　　　　　　　　　
　※２: 個人は本人の自筆署名のみ、法人は担当者の自筆署名で差し支えありません
